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株式会社 南建設

1.会社概要

⑴事業所名及び代表者氏名

⑵事業所所在地

⑶環境管理責任者氏名
及び連絡先

⑷事業内容

株式会社 南建設
代表取締役 南 隆博

本 社 〒862-0913 熊本県熊本市東区尾ノ上1丁目45番1号

駐車場・倉庫 〒862-0913 熊本県熊本市東区尾ノ上1丁目39番17号

資材置場 〒869-1102 熊本県菊池郡菊陽町原水字北原1411
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環境管理責任者 南 隆博
TEL 096-381-1655

   FAX 096-381-2335 E-mail minami@k-minami.jp

特定建設業 熊本県知事許可 (特-4) 第3436号
有効期限 令和4年10月30日～令和9年10月29日
(土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、舗装工事業)

産業廃棄物収集運搬業 熊本県知事許可 第04301006461号
有効期限 令和6年2月18日～令和11年2月17日
(金属くず、がれき類、廃プラスチック類)

自社建設工事の関連産業廃棄物のみ取り扱い



株式会社 南建設

1.会社概要

⑸所有車両・重機

⑻取組みの
対象組織・活動

⑹事業規模

⑺収集運搬量
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4tダンプ 2台
3tダンプ 1台
4tユニック 1台

バックホウ 0.70㎥ 1台
0.45㎥ 1台
0.25㎥ 1台
0.20㎥ 3台
0.15㎥ 1台

タイヤショベル 0.35㎥ 1台

内、産業廃棄物運搬車両
4tダンプ 2台
3tダンプ 1台

資本金 3,000万円
売上髙 4億3,300万円
設 立 昭和45年3月25日
事業年度 6月～5月
従業員 20名

コンクリートがら 690t

アスファルト・コンクリートがら 1,223t (令和5年度実績)

全組織
全事業



株式会社 南建設

2.実施体制
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代表取締役

南 隆博

・環境方針を定める ・環境管理責任者を任命

・資材(人材・資金・技術・情報)の用意

・システム全体の評価と見直し

土木部
システムを理解し、積極的に環境活動に取り組む

事務局
・文書の作成、管理

・システム運用上の事務管理

総務部

EA21委員会

委員長

南 隆博

・目標達成に向けた推進役

・実績の把握

・問題点の抽出

・原因の追究、対策の立案

・社員に対する啓蒙

環境管理責任者

南 隆博

・システムの構築、維持、運用

・全体計画の立案 ・文書の作成、管理

・一般教育の実施

・実績と運用状況を代表者に報告
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3.環境経営方針

基本理念

『熊本』の建設企業として、地域に貢献する事業活動を行います

当社は、環境理念に基づいた環境管理システムを構築して、環境に配慮した活動に取り組み、
継続的に環境負荷を軽減していきます
そのために、次項を実行することによって、継続的な改善に努めます
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株式会社南建設は、≪壮の都≫熊本にあり、豊かな自然を次世代に引き継ぐために、
建設業を通じて積極的に環境保全に取り組み、自然環境との共存を目指し活動します

1.環境負荷の低減と環境保全活動への取り組み
①電力・化石燃料の使用量削減による二酸化炭素排出量の削減
②産業廃棄物3R(減量・再利用・再生利用)の徹底
③水の効率的な使用による排水量の削減
④環境に配慮した施工(騒音、振動、大気汚染)

2.環境関連法規を順守します
3.環境活動レポートを作成し、社内外に公表します
①EA21中央事務局のホームページ
②本社受付カウンターに置く

4.全従業員に、エコアクション21の活動を周知し、全員参加で取り組みます

経営方針

行動方針

改定日 2023年6月1日

株式会社 南建設
代表取締役 南 隆博
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4.中期環境目標

※CO²排出量＝(電力②×0.462)+(ガソリン③×2.322)+(軽油④×2.586)

0.462 : 2022年度九州電力調整後排出係数(2023年12月22日発表)

※当社は、PRTR法対象物質の使用がないため、化学物質の削減及び適正管理については、目標化はしていません
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55期
(2022年6月～2023年5月)

56期
(2023年6月～2024年5月)

57期
(2024年6月～2025年5月)

項 目

実績(基準値) 単 位 目 標 実 績 目 標

①CO²排出量削減 79943.23 ㎏－CO² 79,143 96792.03 95,824

②電力使用量削減 3,052 KWh 3,021 5,701 5,644

③ガソリン使用量削減 5,830 ℓ 5,771 5262.71 5,211

④軽油使用量削減 24,155 ℓ 23,913 5146.1 5,095

⑤水使用量削減 24 ㎥ 23 21 21

⑥産業廃棄物
リサイクル率100％維持

100 ％ 100 100 100

⑦一般廃棄物排出量削減 617 ㎏ 611 3,322 3,289

⑧環境に配慮した
施工実施率100％を維持

100 ％ 100 100 100
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5.環境活動計画
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評価基準 〇:出来た
△:改善の余地あり
×:出来なかった

対象項目 取組内容 時期 実施
状況

①CO²排出
量削減

②～⑤の取組結果による 通年 〇

②電力使用
量削減

不在箇所、昼休みなどの消灯の徹底 通年 〇

省エネタイプの電化製品の購入 通年 〇

③ガソリン
使用量削減

急発進・急加速・空ぶかしの禁止 通年 〇

不要のアイドリングストップを行う 通年 〇

④軽油使用
量削減

重機の定期点検整備の実施 通年 〇

重機・車両の低燃費車への切り替え 通年 〇

重機の無駄な動作の削減に努める 通年 〇

対象項目 取組内容 時期 実施
状況

⑤水使用
量削減

水道管からの漏水を定期的に点検
する

通年 〇

洗車時は散水ノズルを取り付ける 通年 〇

⑥産業廃棄
物のリサイ
クル率
100％維持

分別の徹底 通年 〇

⑦一般廃棄
物理排出量
削減

適切なリサイクル業者の選定 通年 〇

⑦一般廃棄
物排出量削
減

分別ボックスを設置する 通年 〇

⑧環境に配
慮した施工

低騒音・低振動型の機械の使用 通年 〇

排気ガス対応型の重機の使用 通年 〇
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6.環境目標の実績(第56期 2023年6月～2024年5月)
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項 目 単位
第55期実績

(2022.6～2023.5)

第56期目標
(2023.6～2024.5)

第56期実績
(2023.6～2024.5)

目標達成率
(％) 評価

①CO²排出量削減 Kg-CO² 79943.23 79,143 96792.03 82 〇

②電力使用量削減 kwh 3,052 3,021 5,701 53 ×

③ガソリン使用量削減 ℓ 5,830 5,771 5262.71 109 〇

④軽油使用量削減 ℓ 24,155 23,913 5,146 464 〇

⑤水使用量削減 ㎥ 24 23 21 109 〇

⑥産業廃棄物
リサイクル率100％維持

％ 100 100 100 100 〇

⑦一般廃棄物排出量削減 kg 617 611 3,322 18 ×

⑧環境に配慮した
施工実施率

％ 100 100 100 100 〇

※CO²排出量＝(電力②×0.462)+(ガソリン③×2.322)+(軽油④×2.586)

0.462 : 2022年度九州電力調整後排出係数(2023年12月22日発表)

<評価の基準> 80％以上 : 〇 80％未満 : ×
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7.実施状況の評価及び今後の取組み
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項 目 評 価

①CO²排出量削減 目標を達成することが出来なかった
アイドリングストップなど、出来ることからコツコツと取り組んでいきたい

継続

②電力使用量削減 目標を達成することが出来なかった
今一度、できることを振り返り、従業員一同で取り組みたい

継続

③ガソリン使用量削減 目標を達成することができた
今後も、現場作業員一同でエコ運転に取り組み、燃費向上に努めたい

継続

④軽油使用量削減 目標を達成することができた
今後も重機の使用頻度が上がっても、作業員各々の意識を高め、エコ運転を実践できるように
したい

継続

⑤水使用量削減 目標を達成することができた
今後も各自の節水意識を高めて、目標達成を目指したい

継続

⑥産業廃棄物
リサイクル率100％維持

工事現場ごとで、産業廃棄物の分別を徹底して行い、処分場への搬入とリサイクル率100％を
維持してきた。今後も作業員の意識と知識を高め、排出量削減に努めたい

継続

⑦一般廃棄物排出量削減 目標を達成することができなかった
分別は出来ていたが、排出量自体が多かったようだ。改めて、従業員一同で努めたい

継続

⑧環境に配慮した
施工実施率

工事の施工に当たり、騒音・振動・粉塵・汚染水の防止に努めて施工している。
今後も、建設廃材のリサイクルを活用して環境に配慮した施工を行っていきたい

継続
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8.環境関連法規等の順守状況
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法的義務を受ける主な環境関連法規制は、次のとおりである

適用される法規 適用を受ける内容

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 産業廃棄物収集運搬業の許可証の維持、収集運搬車両への表示、マニフェストの携帯、
許可証の控えの携帯、委託契約、保管業務の順守

建設リサイクル法 対象工事の届出、土木工事に関わる分別再資源化の実施

騒音規制法 特定建設作業の届出

振動規制法 特定建設業の届出

オフロード法 適正燃料の使用、点検整備の励行

消防法 少量危険物貯蔵所の届出、保管管理基準の順守

水質汚濁防止法 事故時の届出

家電リサイクル法 リサイクル料の支払と適正処理

自動車リサイクル法 リサイクル料の支払と適正処理

リサイクル法 パソコンの廃棄時の適正処理

フロン排出抑制法 空調機の簡易定期点検

環境関連法規への違反、訴訟はありません
また、過去3年間に関係当局からの違反等の指摘はありません
尚、地域住民からの苦情もありません
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9.ボランティア清掃活動
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株式会社南建設では、従業員一同で定期的にボランティア活動を行っております
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10.株式会社南建設のSDGs宣言
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11.株式会社南建設の取り組み
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株式会社南建設では、一般事業主行動計画を策定し、
取り組んでいます

株式会社南建設では、熊本市消防団に積極的に協力し、
地域社会へ貢献しています



株式会社 南建設

12.代表者の評価と見直し
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【代表者の総合評価】

項目によって、とてもよい結果と今後の一層の努力が必要となる結果となった。
EA21の取組みを始めて、従業員一同にも環境に配慮した取組みや意識が根付いてきたように思う。
工事施工では、徹底して環境及び地域住民の方々にも配慮して、工事にあたるように努めている
ので、今後もより知識を深め、環境問題への意識を高めて、日々業務に従事していきたい。

2024年6月30日
株式会社 南建設
代表取締役 南 隆博

見直し内容 変更の要否 指示内容

環境経営方針 否 特になし

環境経営目標及び計画 否 特になし

実施体制 否 特になし
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